
1995年　京都大学第2問 
 
　次の文を読んで、□□□□□に適した式または数値をそれぞれの解答欄に記入せよ。 
なお□□□□□はすでに□□□□□で与えられたものと同じものとする。 

（1）図1に示すように、起電力   の電池と抵抗値   の抵抗を直列に接続した回路があ

る。この回路の端子aとbの間に抵抗値   の抵抗を接続したとき、端子bに対する端子aの電圧 

  と、端子aを通って抵抗に流れ込む電流   は 

     …　（1） 

   　…　（2） 

と表せる。 
　次に、図2の回路を考える。図に示すように、電池の起電力は   と  、抵抗値は  

と   である。この回路の端子cとdの間に抵抗値   の抵抗を接続したとき、端子dに対す

る端子cの電圧   と、端子cを通って抵抗に流れ込む電流   を求めると、 

 

    …　（3） 

     …　（4） 

 
と表せる。 
　式(1)と式(3)、式(2)と式(4)を見比べると、式(3)と式(4)では、式(1)と(2)の   を□□□□□

で、  を□□□□□で置き換えた形になっていることがわかる。すなわち、端子cとdの間の電圧

とそれらを流れる電流を求める場合、図2の回路は、電池の起電力を、□□□□□ 、抵抗値を

□□□□□ とした図1の回路に置き換えて考えてもよいことがわかる。 
　この置き換えは、端子cとdの間に抵抗に限らず任意の回路を接続した場合でも可能である。 
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(2)　回路中の電圧や電流を求める際に、上記の置き換えを用いることにより簡単に計算できる場
合がある。図3に示す回路を考えよう。 
　電池の起電力は   と   である。この回路の端子eとfの間に何らかの回路を接続し、端

子eとfの間の電圧とそれらを流れる電流を求める場合を考える。図2の回路から図1の回路への置
き換えは、電池の起電力   や   が   の場合にも可能であることに注意すると、図3の回路

は、起電力□□□□□  の電池と抵抗値□□□□□  の抵抗を直列に接続した回路に置き換え

て考えてもよいことがわかる。 
 
(3)　図4に示す回路を考える。電池の起電力は  、 、 、 である。この回路の

端子hに対する端子gの電圧を求めると、□□□□□ となる。 
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(4)　図5はダイオードである。このダイオードの電流-電圧特性すなわち端子qに対する端子pの電
圧   とダイオードを流れる電流   の関係は、 

      では   

      では   

で近似できるものとする。この特性を図6に示す。図6のグラフを用いると、この近似式の係数 
は、□□□□□  であることがわかる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5)さて、図4の回路において、 、 とする。この回路の図5のダイ

オードを接続した。すなわち、端子gとp、端子hとqをつないだ。 
このとき、端子hに対する端子gの電圧は□□□□□  となる。さらに、ダイオードと並列に

 の抵抗を接続すると、端子hに対する端子gの電圧は□□□□□  となる。 
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